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　医薬品情報業務（DI業務）は，薬物療法の
最適化に必要な情報を扱う．一見，質疑へ
の対応に目を奪われがちだが，薬剤師業務
の変遷に伴って DI業務も「評価」「整理」「周
知」「適正使用の推進」など，大きく変化し
てきた．以前，評者は「DI業務は薬剤師の
病棟業務や各専門領域業務の『監督』であ
り，病棟業務は与えられた情報に基づいて
具体的に戦略を実行する“player”」という図
式を勝手に描いていた．しかし，近年の対
人業務へのシフトに伴って，DI業務も情報を
評価，取捨選択し具体的な処方設計に携わ
る“player”の 1人として活躍が期待されて
いる．
　本書には 76の事例が章に相当する 8つの
ひきだし（1．薬学的な思考，2．換算，3．服
薬タイミング，4．小児，5．腎機能，6．在
宅医療，7．粉砕・一包化・簡易懸濁法，8．
安定性・製剤特性）に収載されている．まさ
に現場目線の痒いところに手が届く内容で
ある．臨床でよく遭遇する「問い」を発端に
して，情報を提供するに至るまでのアプ
ローチを視覚的に記載しているため，非常
に理解しやすい．アプローチの内容は主に，
①情報根拠（添付文書，論文），②根拠（現
象）に付随する知識，③同効薬との比較，④
関連性が高い予備的なクリニカルクエス
チョン（現象に関連するもの，薬剤に関連す

るもの）で構成されており，これまでのやり
方で得た情報にさらに厚みをもたせること
ができる．
　また，読者は問いの反復を通じて，情報
提供におけるロジカル・アプローチをよい
意味で「習慣化」することができる．さらに
本書のベースとなっている webサイト
「SAGASU-DI」および「医薬品情報編集室
CloseDi」を併用することで，より的確かつ
迅速に情報提供できる．当院の医薬品情報
室でも上記 webサイトを参考にしている．
本書にはコラム的な位置付けの「知識のひき
だし」もある．これには 120テーマが掲載さ
れており，そのなかで特に関心の高かった
テーマにはアイコンが付けられるなど，情
報の重み付けの配慮もなされている．
　評者は卒後十数年，薬剤師として病棟や
腫瘍センターで仕事に取り組んできたが，
くしくも本書が発刊された 2020年 11月に
DI室へ異動になった．このような環境下で，
『がん薬物療法のひきだし』に続いてタイト
ルに「ひきだし」を冠する本書と出合い，大
変心強く思ったのは言うまでもない．本書
『医薬品情報のひきだし』が DI業務担当の有
無にかかわらず，医薬品情報を正しくかつ
緻密に提供するツールとして多くの薬剤師
に活用されることを切望する．
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